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マ
イ
ア
の
Ｄ
Ｅ
Ｍ
も
微
妙
と
も

　

ま
た
、
受
取
額
も
対
象
と

な
る
年
に
何
カ
月
正
規
で
働

い
た
か
に
よ
っ
て
増
減
す
る

仕
組
み
と
な
り
、
現
在
は
、

対
象
年
に
１
カ
月
正
規
雇
用

で
働
く
毎
に
７
８
レ
、
１
２

カ
月
で
９
３
７
レ
が
支
給
さ

れ
る
。

　

エ
ン
リ
ケ
・
メ
イ
レ
レ
ス

財
相
は
、
労
働
法
改
正
案
承

認
後
に
社
会
保
障
制
度
改
革

法
案
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
は

可
能
と
の
自
信
を
見
せ
て
い

る
が
、
経
済
政
策
ス
タ
ッ
フ

は
、
社
会
保
障
制
度
改
革
が

骨
抜
き
、
ま
た
は
不
成
立
と

な
っ
た
場
合
の
代
替
案
を
模

索
し
て
い
る
。
財
務
省
関
係

者
の
一
人
は
、
国
家
財
政
健

全
化
の
た
め
に
国
家
債
務
を

削
減
す
る
た
め
の
代
替
案
は

あ
る
と
語
っ
て
い
る
。

　

Ａ
Ｓ
廃
止
は
１
年
前
に
歳

　

検
察
庁
か
ら
の
テ
メ
ル
大
統
領
に
対
す
る
収
賄
容
疑
で
の
告
発
に
関
す
る
、
下

院
憲
政
委
員
会
（
Ｃ
Ｃ
Ｊ
）
で
の
審
議
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
が
、
現
時
点
で

は
ま
だ
、
い
ず
れ
の
連
立
与
党
も
大
統
領
へ
の
告
発
阻
止
で
固
ま
っ
て
い
な
い
と
、

２
、３
日
付
伯
字
紙
が
報
じ
て
い
る
。

ド
紙
に
よ
る
と
、
テ
メ
ル
大

統
領
の
連
立
与
党
の
中
で
、

「
党
を
あ
げ
て
告
発
を
阻
止

す
る
」
こ
と
を
決
め
た
政
党

は
、
テ
メ
ル
氏
の
民
主
運
動

党
（
Ｐ
Ｍ
Ｄ
Ｂ
）
を
含
め
て

ひ
と
つ
も
な
い
と
い
う
。

　

も
っ
と
も
、
下
院
最
大
の

６
３
人
の
議
員
を
擁
す
Ｐ
Ｍ

Ｄ
Ｂ
の
下
院
リ
ー
ダ
ー
の
バ

レ
イ
ア
・
ロ
ッ
シ
氏
は
「
こ

の
件
に
つ
い
て
は
今
後
も
話

し
合
う
予
定
は
な
い
。
大
統

領
が
有
罪
だ
と
す
る
よ
う
な

具
体
的
な
証
拠
は
何
も
提
出

さ
れ
て
い
な
い
ん
だ
か
ら
」

と
楽
観
視
し
て
い
る
。

　

だ
が
、
現
在
、
連
立
与
党

か
ら
の
離
脱
も
さ
さ
や
か
れ

て
い
る
民
主
社
会
党
（
Ｐ
Ｓ

Ｄ
Ｂ
）
は
阻
止
票
が
難
し
く

な
っ
て
い
る
。
同
党
に
は
Ｃ

Ｃ
Ｊ
委
員
が
７
人
い
る
が
、

そ
の
内
の
６
人
は
告
発
に
賛

成
し
て
い
る
と
い
う
。

　

ま
た
、
伝
統
的
に
Ｐ
Ｓ
Ｄ

Ｂ
に
近
い
立
場
を
と
る
民
主

党
（
Ｄ
Ｅ
Ｍ
）
も
、
ロ
ド
リ

ゴ
・
マ
イ
ア
下
院
議
長
が
テ

メ
ル
氏
と
非
常
に
密
な
間
柄

な
の
に
、
党
と
し
て
の
態
度

を
決
め
か
ね
て
い
る
。
同
党

　

６
月
３
０
日
に
最
高
裁
の

マ
ル
コ
・
ア
ウ
レ
リ
オ
・
メ

ロ
判
事
の
判
断
で
上
議
職
に

復
帰
し
た
ア
エ
シ
オ
・
ネ
ー

ヴ
ェ
ス
氏
。
同
氏
は
こ
れ
を

受
け
て
、「
こ
の
国
の
司
法

は
正
し
い
と
い
つ
も
信
じ
て

い
た
」
と
語
り
、
さ
ら
に
、

絶
望
的
と
も
思
わ
れ
て
い
た

リ
ー
ダ
ー
は
テ
メ
ル
氏
の
釈

明
を
聞
い
て
か
ら
態
度
を
決

め
る
意
向
だ
。
連
立
離
脱
が

ほ
ぼ
決
定
的
な
ブ
ラ
ジ
ル
社

会
党
（
Ｐ
Ｓ
Ｂ
）
は
、
３
６

人
の
下
議
の
大
半
が
告
発
に

賛
成
し
て
い
る
。

　

下
院
が
テ
メ
ル
大
統
領
へ

の
告
発
を
認
め
、
最
高
裁
が

そ
の
判
断
を
受
け
入
れ
た
場

合
、
テ
メ
ル
氏
は
１
８
０
日

間
の
停
職
と
な
る
。
そ
の
間

の
大
統
領
代
行
は
マ
イ
ア
氏

が
務
め
る
。

　

大
統
領
に
望
み
が
あ
る
と

す
れ
ば
、
現
在
逮
捕
中
の
エ

ド
ゥ
ア
ル
ド
・
ク
ー
ニ
ャ
前

下
院
議
長
（
Ｐ
Ｍ
Ｄ
Ｂ
）
が

在
任
中
に
ま
と
め
た
会
派
、

「
セ
ン
ト
ロ
ン
」
を
構
成
す

る
、社
会
民
主
党（
Ｐ
Ｓ
Ｄ
）、

Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
の
票
獲
得
は
困
難
に

出
上
限
法
を
含
む
憲
法
改
正

案
（
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）
を
練
っ
て
い

る
時
に
も
検
討
さ
れ
た
が
、

こ
の
時
は
、
Ｐ
Ｅ
Ｃ
の
対
象

か
ら
外
さ
れ
た
。
同
Ｐ
Ｅ
Ｃ

か
ら
は
、
憲
法
で
保
障
さ
れ

て
い
る
社
会
保
障
費
の
他
、

労
働
者
支
援
基
金（
Ｆ
Ａ
Ｔ
）

へ
の
融
資
、
民
間
主
導
や
公

務
員
向
け
の
社
会
保
障
費
向

け
の
資
金
調
達
に
関
す
る
措

置
な
ど
も
外
さ
れ
た
。

　

失
業
保
険
、
Ａ
Ｓ
な
ど
の

支
払
い
を
行
っ
て
い
る
Ｆ
Ａ

Ｔ
は
労
働
省
の
管
轄
だ
が
、

毎
年
赤
字
で
、
今
年
も
国
庫

か
ら
１
８
０
億
レ
が
注
入
さ

れ
る
見
込
み
だ
。
連
邦
政
府

は
Ｆ
Ａ
Ｔ
側
に
、
今
後
数
年

間
は
赤
字
を
補
填
す
る
事
は

出
来
な
い
か
ら
支
出
を
抑
え

る
よ
う
に
通
達
済
み
だ
。

し
、
月
収
２
最
賃
以
下
の
労

働
者
に
対
す
る
Ａ
Ｓ
支
払
い

に
は
、
年
間
１
７
０
億
レ
ア

ル
が
か
か
る
。

　

Ａ
Ｓ
は
毎
年
７
〜
１
０

月
に
払
わ
れ
て
い
た
が
、

ジ
ウ
マ
労
働
者
党
政
権
は

２
０
１
５
年
に
、
支
払
い
総

額
を
抑
え
る
た
め
の
手
段
と

し
て
、支
払
い
を
分
割
し
た
。

　

事
実
上
の
〃
年
金
改
革
〃

で
あ
る
社
会
保
障
制
度
改
革

が
難
航
し
て
い
る
中
、
政
府

の
経
済
ス
タ
ッ
フ
は
、
支
出

削
減
や
公
庫
の
基
礎
的
収
支

黒
字
化
の
た
め
、
ア
ボ
ノ
・

サ
ラ
リ
ア
ル
（
Ａ
Ｓ
）
の
支

給
廃
止
を
再
検
討
し
て
い
る

と
、
１
日
付
エ
ス
タ
ー
ド

（
Ｅ
）
紙
が
報
じ
た
。

　

社
会
統
合
基
金（
Ｐ
Ｉ
Ｓ
）

や
公
務
員
財
形
計
画
（
Ｐ
ａ

ｓ
ｅ
ｐ
）
に
５
年
以
上
加
入

年
金
改
革
難
航
の
代
替
策
か

財
政
危
機
で
治
安
悪
化
に
拍
車

「
時
代
に
そ
ぐ
わ
な
い
」と
官
僚

　

経
済
ス
タ
ッ
フ
は
Ａ
Ｓ
廃

止
の
論
拠
を
、
こ
れ
は
、
最

低
賃
金
を
保
障
す
る
法
律
も

な
く
、
社
会
保
障
制
度
も
不

十
分
だ
っ
た
１
９
７
０
年
代

に
で
き
た
制
度
で
、
今
の
時

代
に
は
そ
ぐ
わ
な
い
と
し
て

い
る
。

　

一
方
、
政
府
は
３
日
に
、

２
０
１
７
／
１
８
年
の
Ａ
Ｓ

支
払
い
計
画
を
発
表
し
た
。

今
回
の
Ａ
Ｓ
は
２
０
１
６
年

の
就
労
日
数
を
基
に
支
払
わ

れ
る
も
の
で
、
７
月
生
ま
れ

な
ら
７
月
２
７
日
か
ら
、
８

月
生
ま
れ
な
ら
８
月
１
７
日

か
ら
と
い
っ
た
具
合
で
、
誕

生
月
の
半
ば
頃
か
ら
払
い
出

し
が
始
ま
る
た
め
、
７
〜

１
２
月
生
ま
れ
の
人
は
年
内

に
受
け
取
れ
る
が
、
１
〜
６

月
生
ま
れ
の
人
の
受
け
取
り

は
来
年
以
降
に
な
る
。

る
。

　

だ
が
、
２
日
付
フ
ォ
ー

リ
ャ
紙
に
よ
る
と
、
同
紙
が

先
週
行
っ
た
聞
き
取
り
調
査

で
は
、
５
１
３
人
の
下
議
の

内
、
告
発
阻
止
を
明
言
し

た
下
議
は
４
５
人
し
か
い
な

か
っ
た
と
い
う
。
逆
に
「
捜

査
を
継
続
す
べ
き
」、
つ
ま

り
「
告
発
に
賛
成
」
し
て
い

る
下
議
は
、
告
発
成
立
に

２
１
２
人
足
り
な
い
状
態
な

が
ら
、
１
３
０
人
い
た
。

　

フ
ォ
ー
リ
ャ
紙
の
調
査
に

よ
る
と
、「
わ
か
ら
な
い
」

が
１
１
２
人
、「
答
え
た
く

な
い
」
が
５
７
人
で
、
現
状

で
は
ま
だ
、
多
く
の
議
員
が

発
言
を
保
留
し
て
い
る
。
そ

の
背
後
に
は
「
党
が
方
針
を

明
ら
か
に
し
て
い
な
い
か
ら

答
え
ら
れ
な
い
」
と
い
う
思

惑
が
あ
る
と
い
う
。

　

だ
が
、
３
日
付
エ
ス
タ
ー

エンリケ・メイレレス財相
（Antônio Cruz/EBC/FotosPúblicas）

６月２９日のテメル大統領
（Marcos Corrêa/PR/FotosPúblicas）

望
み
が
あ
る
の
は
セ
ン
ト
ロ
ン
？

リ オ 州

共
和
党
（
Ｐ
Ｒ
）、
進
歩
党

（
Ｐ
Ｐ
）、
ブ
ラ
ジ
ル
労
働
党

（
Ｐ
Ｔ
Ｂ
）
が
「
証
拠
不
十

分
」
と
の
見
解
を
見
せ
て
い

る
こ
と
か
。
こ
れ
ら
４
党
は

１
４
０
人
の
下
議
を
擁
し
て

い
る
。

１
８
年
大
統
領
選
の
民
主
社

会
党
か
ら
の
候
補
の
座
も
引

き
続
き
目
指
し
て
い
く
意
向

を
示
し
た
。
も
っ
と
も
、
こ

れ
で
無
罪
に
な
っ
た
わ
け
で

は
な
く
、
ま
だ
最
高
裁
第
１

小
法
廷
で
の
審
理
は
残
っ
て

い
る
。
他
方
、
テ
メ
ル
大
統

領
元
側
近
の
ロ
ド
リ
ゴ
・
ロ

シ
ャ
・
ロ
ウ
レ
ス
氏
も
釈
放

さ
れ
、
自
宅
軟
禁
に
扱
い
が

変
わ
っ
た
。
同
氏
の
扱
い
が

変
わ
っ
て
も
テ
メ
ル
大
統
領

へ
の
世
間
の
見
方
が
緩
和
す

る
わ
け
で
は
な
い
が
、
今
後

が
気
に
な
る
話
で
は
あ
る
。

　
　
　
　
　

◎

　

伯
国
の
南
部
や
南
東
部
な

ど
で
は
、
１
０
月
後
半
か
ら

翌
年
２
月
後
半
ま
で
、
時
計

を
１
時
間
進
め
る
夏
時
間
を

採
用
し
て
い
る
。
こ
れ
は
明

か
り
を
つ
け
る
時
間
が
遅
く

な
る
な
ど
の
、
節
電
効
果
に

期
待
し
た
措
置
だ
っ
た
。
だ

が
、
エ
ア
コ
ン
の
普
及
に
よ

り
、「
日
の
明
か
り
」
を
遅

く
ま
で
使
う
事
に
よ
る
節
電

効
果
を
エ
ア
コ
ン
に
よ
る
消

費
電
力
上
昇
分
が
上
回
り
、

効
果
が
望
め
な
い
と
い
う
鉱

山
動
力
省
の
調
査
結
果
が
出

た
。
寒
い
最
中
に
夏
時
間
の

話
で
も
な
い
が
、
今
年
の
採

用
は
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
？

　
　
　
　
　

◎

　

伯
国
代
表
が
４
年
前
の
前

回
大
会
で
優
勝
し
た
サ
ッ

カ
ー
の
コ
ン
フ
ェ
デ
レ
ー

シ
ョ
ン
ズ
杯
は
、
若
返
っ
た

ド
イ
ツ
が
優
勝
。
こ
れ
に
よ

り
、
伯
国
は
、
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ラ

ン
キ
ン
グ
首
位
の
座
を
ド
イ

ツ
に
明
け
渡
す
こ
と
に
な
っ

た
。
そ
の
こ
と
自
体
は
来
年

の
Ｗ
杯
に
は
直
接
は
関
係
な

い
が
、
む
し
ろ
気
に
な
る
の

は
、
今
大
会
で
ド
イ
ツ
が
主

力
を
温
存
し
、
控
え
選
手
主

体
で
優
勝
し
て
い
る
こ
と
。

来
年
の
Ｗ
杯
で
も
手
ご
わ
い

存
在
に
な
り
そ
う
だ
。

　

国
内
最
高
学
府
の
サ
ン
パ

ウ
ロ
総
合
大
学
（
Ｕ
Ｓ
Ｐ
）
が
、
２
０
２
１
年
ま
で
に
同

大
学
の
全
て
の
学
部
の
新
入

生
の
半
分
を
公
立
校
生
に
す

る
意
向
で
あ
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
。
２
日
付
エ
ス

タ
ー
ド
紙
が
報
じ
て
い
る
。

　

こ
の
５
０
％
の
公
立
校
生

の
割
当
に
関
し
て
は
連
邦
大

学
で
は
２
０
１
２
年
に
、
聖

州
の
名
門
大
学
で
も
聖
州
立

大
学
で
２
０
１
３
年
、
カ
ン

ピ
ー
ナ
ス
大
学
で
も
今
年
の

５
月
か
ら
採
用
さ
れ
、
Ｕ
Ｓ

Ｐ
も
よ
う
や
く
動
く
こ
と
と

な
り
そ
う
だ
。

　

Ｕ
Ｓ
Ｐ
で
は
、
２
０
１
８

年
ま
で
に
公
立
校
か
ら
の
新

入
生
の
割
合
を
５
０
％
と
す

る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
た

が
、
２
０
１
７
年
の
時
点
で

は
ま
だ
３
６
・
９
％
で
、
目

標
値
の
５
０
％
に
は
ま
だ
ま

だ
遠
い
の
が
現
状
だ
。

　

Ｕ
Ｓ
Ｐ
で
は
公
立
校
生

の
比
率
を
上
げ
る
た
め
に
、

１
６
年
か
ら
入
学
試
験
の
合

格
判
定
の
基
準
に
、
従
来
の

入
試
（
Ｆ
Ｕ
Ｖ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
）
と
、

教
育
省
が
設
け
た
統
合
選
抜

シ
ス
テ
ム
（
Ｓ
Ｉ
Ｓ
Ｕ
）
を

併
用
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

Ｓ
Ｉ
Ｓ
Ｕ
は
国
家
高
等
教
育

試
験
（
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｍ
）
の
点
数

で
公
立
の
高
等
教
育
機
関
の

学
生
選
抜
を
行
う
た
め
の
シ

ス
テ
ム
で
、
Ｕ
Ｓ
Ｐ
は
１
６

年
に
Ｓ
Ｉ
Ｓ
Ｕ
を
採
用
し
、

新
入
生
の
３
０
％
ま
で
を
Ｓ

Ｉ
Ｓ
Ｕ
に
よ
っ
て
選
抜
す
る

事
に
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

聖
州
ま
で
受
験
し
に
来
ら
れ

な
い
他
州
の
公
立
校
生
受
け

入
れ
の
道
が
開
か
れ
た
。

　

公
立
校
出
身
の
新
入
生
を

５
０
％
と
す
る
期
限
を
２
１

年
ま
で
延
長
す
る
に
は
、
審

議
会
の
許
可
が
必
要
だ
。
現

時
点
で
は
、
高
等
教
育
機
関

で
の
学
生
比
率
が
低
い
、
黒

人
や
先
住
民
な
ど
の
Ｐ
Ｐ
Ｉ

（
プ
レ
ッ
ト
、
パ
ル
ド
、
イ

ン
デ
ィ
ジ
ェ
ナ
ス
）
の
比
率

を
ど
う
す
る
か
は
不
明
だ
。

　

Ｕ
Ｓ
Ｐ
で
は
Ｓ
Ｉ
Ｓ
Ｕ
採

用
や
Ｐ
Ｐ
Ｉ
の
割
合
は
各
学

部
に
委
ね
ら
れ
て
お
り
、
先

週
、
聖
市
の
医
学
部
も
初
め

て
、
Ｓ
Ｉ
Ｓ
Ｕ
と
Ｐ
Ｐ
Ｉ
採

用
を
決
め
た
。
今
年
の
新
入

生
全
体
で
の
Ｐ
Ｐ
Ｉ
の
割
合

は
２
０
％
を
切
っ
て
い
る
。

　

リ
オ
州
で
は
財
政
危
機
対

応
策
の
法
案
審
議
の
都
度
、

抗
議
行
動
な
ど
が
起
き
て
い

る
が
、
そ
の
上
に
、
警
官
へ

の
給
与
や
ボ
ー
ナ
ス
支
給
の

遅
配
、
政
策
の
見
直
し
の
遅

れ
な
ど
が
重
な
り
、
治
安
悪

化
が
顕
著
に
な
っ
て
い
る
。

　

１
〜
３
日
付
伯
字
紙
、
サ

イ
ト
が
報
じ
た
、
６
月
３
０

日
に
リ
オ
市
北
部
の
マ
ン
ゲ

イ
ラ
で
起
き
た
母
娘
死
亡
事

故
や
、
ド
ゥ
ッ
ケ
・
デ
・
カ

シ
ア
ス
市
で
同
日
起
き
た
妊

婦
と
胎
児
の
負
傷
事
件
も
治

安
悪
化
の
一
例
だ
。

　

リ
オ
市
の
事
件
は
６
月

３
０
日
朝
、
ブ
ラ
ッ
コ
・
ケ

ン
テ
と
い
う
フ
ァ
ヴ
ェ
ー
ラ

を
巡
回
中
の
治
安
維
持
駐
留

部
隊
（
Ｕ
Ｐ
Ｐ
）
所
属
の
軍

警
が
犯
罪
者
達
に
襲
わ
れ
て

起
き
た
銃
撃
戦
の
最
中
に
起

き
た
も
の
で
、
マ
ル
レ
ネ
・

マ
リ
ア
・
ダ
・
コ
ン
セ
イ
ソ

ン
氏
（
７
６
）
と
娘
の
ア
ナ
・

ク
リ
ス
チ
ナ
氏
（
４
２
）
が

流
れ
弾
を
受
け
、
病
院
へ
の

途
上
で
死
亡
。
男
性
１
人
も

負
傷
し
、
治
療
を
受
け
た
。

　

怒
っ
た
住
民
が
バ
ス
を
襲

撃
し
、
放
火
す
る
事
件
も
起

き
、
バ
ス
が
路
線
を
変
更
し

た
他
、
鎮
静
化
の
た
め
、
近

隣
の
Ｕ
Ｐ
Ｐ
の
警
官
や
突
撃

隊
が
派
遣
さ
れ
た
。

　

ド
ゥ
ッ
ケ
・
デ
・
カ
シ
ア

ス
市
で
の
事
件
も
流
れ
弾
に

よ
る
も
の
で
、
リ
ッ
シ
ョ
ン

と
呼
ば
れ
る
フ
ァ
ヴ
ェ
ー
ラ

か
ら
出
て
行
こ
う
と
し
た
警

官
達
が
犯
罪
者
か
ら
銃
撃
さ

れ
た
際
、
買
い
物
を
す
る
た

め
に
家
を
出
た
妊
娠
９
カ
月

の
ク
ラ
ウ
ジ
ネ
イ
ア
・
ド
ス
・

サ
ン
ト
ス
・
メ
ロ
氏
が
被
弾
、

病
院
に
運
ば
れ
た
。

　

胎
児
は
緊
急
手
術
で
取
り

出
さ
れ
た
が
、
ア
ル
ト
ゥ
ー

ル
君
は
肺
を
貫
か
れ
、
片
耳

も
少
し
吹
き
飛
ば
さ
れ
た
。

ま
た
、
脊
椎
損
傷
で
、
少
な

く
と
も
片
足
は
動
か
な
く
な

る
見
込
み
だ
。
２
日
に
は
頭

部
の
血
栓
も
発
見
さ
れ
、
感

染
症
や
内
出
血
の
可
能
性
も

懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　

同
市
住
民
も
怒
り
、
１
日

夜
、
軍
警
が
基
地
と
し
て
使

用
し
て
い
る
コ
ン
テ
ナ
に
放

火
。
幹
線
道
路
封
鎖
や
バ
ス

襲
撃
も
起
き
た
が
、
午
後
８

時
半
に
封
鎖
は
解
か
れ
た
。

　

リ
オ
州
で
は
、
Ｕ
Ｐ
Ｐ
を

含
む
治
安
対
策
上
の
問
題
解

決
が
進
ま
な
い
上
、
新
た
な

警
官
採
用
資
金
も
な
い
。
現

職
警
官
へ
の
給
与
や
ボ
ー
ナ

ス
の
支
給
も
遅
れ
て
い
る
。

　

同
州
で
は
流
れ
弾
に
よ
る

死
者
が
５
月
半
ば
ま
で
に

２
３
人
報
告
さ
れ
て
お
り
、

学
校
内
に
弾
が
飛
び
込
ん
だ

例
も
２
件
起
き
て
い
る
。
同

州
の
要
請
で
連
邦
政
府
が

派
遣
し
た
国
家
治
安
部
隊

（
フ
ォ
ル
サ
・
ナ
シ
オ
ナ
ル
）

は
既
に
警
備
に
当
た
っ
て
い

る
も
の
の
、
大
き
な
改
善
は

起
き
て
い
な
い
。

　
【
既
報
関
連
】
連
邦
貯
蓄

銀
行
（
Ｃ
ａ
ｉ
ｘ
ａ
）
は
３

日
、
今
月
１
４
日
か
ら
の
予

定
だ
っ
た
、
１
２
月
生
ま
れ

の
人
の
Ｆ
Ｇ
Ｔ
Ｓ
休
眠
口
座

か
ら
の
引
き
落
と
し
を
８
日

か
ら
に
早
め
る
こ
と
を
発
表

し
た
と
、
３
日
付
伯
字
サ
イ

ト
が
報
じ
た
。

　

７
月
か
ら
引
き
出
し
の
権

利
を
有
す
る
人
は
２
５
０
万

人
以
上
い
る
。
７
月
に
割
り

当
て
ら
れ
た
引
き
出
し
用
の

資
金
は
３
５
億
レ
ア
ル
で
、

今
年
３
月
に
始
ま
っ
た
Ｆ
Ｇ

Ｔ
Ｓ
休
眠
口
座
引
き
出
し
解

禁
の
た
め
に
準
備
さ
れ
た
資

金
全
体
の
８
・７
５
％
だ
。

　

政
府
は
引
き
出
し
窓
口
に

人
が
殺
到
す
る
の
を
避
け
る

た
め
、
引
き
出
し
が
可
能
と

な
る
日
付
を
誕
生
月
別
に
定

め
た
。
１
２
月
生
ま
れ
の
人

は
、
引
き
出
し
解
禁
最
後
と

な
る
。
既
に
引
き
出
し
の
権

利
を
得
て
い
た
が
、
ま
だ
引

き
出
し
て
い
な
い
人
も
、
引

き
続
き
引
き
出
し
の
権
利
が

あ
る
。
引
き
出
し
締
め
切
り

は
一
律
で
、
今
月
末
ま
で
と

な
っ
て
い
る
。

　

Ｆ
Ｇ
Ｔ
Ｓ
の
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
担
当
す
る
連
邦

貯
蓄
銀
行
（
Ｃ
ａ
ｉ
ｘ

ａ
）
に
よ
る
と
、
６
月
２
８

日
ま
で
に
、
Ｆ
Ｇ
Ｔ
Ｓ
引

き
出
し
用
に
必
要
と
試
算

し
た
４
０
０
億
レ
ア
ル
の

９
５
・
５
％
に
あ
た
る
、

３
８
２
億
レ
ア
ル
が
引
き
出

さ
れ
た
と
い
う
。

　

１
〜
１
１
月
生
ま
れ
で

Ｆ
Ｇ
Ｔ
Ｓ
引
き
出
し
の
権

利
を
有
す
る
労
働
者
は

２
７
７
０
万
人
で
、
８
割
強

に
あ
た
る
２
２
６
０
万
人
が

既
に
引
き
出
し
を
行
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
解
禁
開
始
と

同
様
、
８
日
に
は
、
２
０
１

５
支
店
が
、
午
前
９
時
か
ら

午
後
３
時
ま
で
、
Ｆ
Ｇ
Ｔ
Ｓ

関
連
業
務
に
限
定
し
て
営
業

す
る
。
さ
ら
に
週
明
け
の
１

０
日
は
、
普
段
の
営
業
開
始

時
間
を
２
時
間
早
め
る
。
た

だ
し
、
普
段
が
午
前
９
時
に

営
業
開
始
と
な
る
地
域
で
は

午
前
８
時
に
開
店
し
、
閉
店

時
間
も
１
時
間
延
長
す
る
。

連立与党も告発阻止表明せず
　

大
統
領
に
対
す
る
一
般

的
な
犯
罪
で
の
告
発
を
最

高
裁
が
審
理
す
る
た
め
に

は
、
下
議
全
体
の
３
分
の

２
（
３
４
２
人
）
以
上
の
賛

成
が
必
要
な
た
め
、
裁
判
開

始
を
食
い
止
め
る
に
は
、
３

分
の
１
に
あ
た
る
１
７
２
人

以
上
が
反
対
す
れ
ば
良
い
。

現
時
点
で
の
テ
メ
ル
政
権
の

連
立
与
党
党
員
は
下
院
で
は

３
２
７
人
い
る
た
め
、
告
発

阻
止
は
そ
れ
ほ
ど
難
し
く
な

い
こ
と
の
よ
う
に
も
見
え

Ｆ
Ｇ
Ｔ
Ｓ
引
き
出
し
を
早
め
る

月
生
ま
れ
の
人
は
７
日
か
ら

学
生
の
半
分
を
公
立
校
生
に

２
０
２
１
年
ま
で
の
実
現
目
指
す

引
き
も
切
ら
な
い
流
れ
弾
の
被
害

テメル
財 務 省

Ａ
Ｓ
支
給
の
廃
止
を
検
討

（２）２０１７年 第４７８７号 ７月 ４日 （火曜日）

Ｕ Ｓ Ｐ

ＣＡＩＸＡ
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